
このたびはガス衣類乾燥機用ダンパー付排湿管セットをお求めいただき、まことにありがとうございました。この「取付説明書」をよくお読みいただき、正しく取り付けてください。

取り付けをされる方へのお願い 取り付けが終ったら、ガス衣類乾燥機本体に同梱の設置工事説明書に基づいて必ず再確認
を行ってください。この説明書はお客様にお渡しください。

取り付け前の確認とお願い

取り付け手順
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●取り付け前に、部品の種類と数を確認してください。

 
■�簡易排湿筒は全長2mまで伸ばせます。乾燥機の排湿口から壁穴までの距離が2m以内（曲げは2ヵ所以内）となるよう
に乾燥機を設置してください。

■�簡易排湿筒を継ぎたして延長しないでください。乾燥機の安全装置が動作しやすくなるおそれがあります。
■�簡易排湿筒は5回以上折り曲げを繰り返すと破れる恐れがあります。
■�DPS-100KA用のセットの場合は壁穴がφ110～φ115、DPS-80KA用のセットの場合は壁穴がφ90～φ95開い
ていることを確認してください。

■�DPS-100KAは壁厚が150mm以下の場合、メガネ板の装着ができません。
■�この排湿管セットは、ガス衣類乾燥機用以外には絶対に使用しないでください。

簡易排湿筒
（アダプター付、 最長2mまで）

パイプフード ダンパー付排湿口ガイド
DPS-100KAの場合　　DPS-80KAの場合

メガネ板

タッピンねじ2本
（ダンパー付排湿口ガイドの取り付け用）

　　　
❶	�ガス衣類乾燥機の排湿口にダンパー付排湿口ガイドを取り付
けてください。

タッピンねじ

排湿口

タッピンねじ

ダンパー付
排湿口ガイド

ダンパー付
排湿口ガイド

排湿口

DPS-100KAの場合 DPS-80KAの場合

❷	�簡易排湿筒を必要な�
長さに伸ばしてくださ
い。（アダプターがは�
ずれないようにアルミ
フレキ部を持ちゆっく
り伸ばす）

❸	�簡易排湿筒をパイプフードに差し込んでから（差し込み�
方法は裏面参照）、ステンレス製のM4木ねじで壁面に固定�
してください。

パイプフード

屋内側
屋外側

木ねじ

❹	�パイプフードの外周と外壁との間に、パテまた
はコーキング剤を塗布し、壁の中に雨水が浸入
するのを防いでください。
パイプフード下部のドレ
ン処理穴には絶対に塗布
しないでください。

❺	�簡易排湿筒のオス部とメス部をそれぞれパ
イプフードと排湿口ガイドに差し込んでく
ださい。（差し込み方法は裏面参照）

❻	�室内側から必要に応じてメガネ板を装着し
てください。

メガネ板

ガス衣類乾燥機用 ダンパー付排湿管セット
DPS-80KA・DPS-100KA 取付説明書

お願い

ドレン処理穴



簡易排湿筒とパイプフードおよびダンパー付排湿口ガイドとの着脱方法

簡易排湿筒用アダプターの着脱方法
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万が一、簡易排湿筒を切断して使用する場合は、片側のアダプターをはずし（アダプターを右に回す）アルミフレキ
を切断後、簡易排湿筒を十分に収縮させた状態で、アダプターを左に回しながらねじ込んでください。

簡易排湿筒の接続

接続部を密封する

簡易排湿筒の取りはずし

ビード

差込側
受口側

ストッパーピース

受口側に差込側をしっかり差し込みま
す。

❶

ビード

一度ビードに当たるまで差し込みます。

❶ 差込側
受口側

ストッパーピースを矢印方向に押しつ
けた状態で簡易排湿筒を引き抜きま
す。（取りはずしにくい場合は、簡易
排湿筒を回しながら引き抜いてくだ�
さい。）

❸

ビード

受口側
差込側❷

差込側のビードに当たるまで差し込み
ます。差し込んだ後、簡易排湿筒が抜
けないことを確認してください。

■接続部は絶対に切断しないでください。切断すると排湿漏れの原因となります。
■抜け止め用のストッパーピースはテープ等で固定しないでください。
■他メーカー品と混同して使用しないでください。
■作業するときは必ず軍手等を着用してください。

警告

DPS80KA-0010（00）
200900◎

簡易排湿筒とダンパー付排湿口ガ
イドの接続部および排気口ガイド
の接続部は、アルミテープを巻い
て排湿漏れのないようにします。

❷

ストッパーピースが動かないように矢印方
向にしっかり指で押しつけます。

アダプターアルミフレキアダプター

はずすねじ込む

ねじ込むはずす

ダンパー付
排湿口ガイド

簡易排湿筒 簡易排湿筒

アルミ
テープ

ダンパー付
排湿口ガイドアルミ

テープ

DPS-80KAの場合DPS-100KAの場合
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